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はじめに 

 

本発表では、メタ哲学の簡単な紹介ののち、哲学の学びや研究を制約していると思われる外在
、、

的な
、、

条件を重視するタイプのメタ哲学の意義を検討する。外在主義的メタ哲学が問題とするのは、

哲学をひとつの学問分野として成立させる本質ではなく、そうした本質の不在
、、、、、

であり、本質の不

在を前提とした哲学の成立条件である。ソクラテス以来、「本質の探究」を自らの課題としてきた

はずの哲学そのものを反本質主義的に規定する試みは我々をいかなる哲学理解へと導くのか。こ

れが本発表を通して我々が共有したい問いとなる。 

 

1. 研究の背景 

 

外在主義的メタ哲学によれば、哲学をひとつの学問分野としてまとまったものにしているのは、

明確なひとつの基準ではなく、伝統ないし慣習
、、、、、、、

といった要素である。それは、乱立する様々な方

法論や主義主張のそれぞれが哲学と呼ばれている現状を追認することで、ほぼ共通点のない複数

の哲学（者）を同じ哲学（者）とみなす根拠として作用する。それに対し、内在主義的で本質主

義的なメタ哲学は、特定の研究方法だけを正当化し、それに馴染まない研究は哲学それ自体には

属さないと考える。 

 内在主義的で本質主義的なメタ哲学の典型といえるのが、哲学の定義に対する科学主義（科学

的自然主義）的アプローチである。たとえば、ウィリアムソンの提唱する「哲学の哲学」は、哲

学は科学の一種であり、ある事実から別の事実への論理的推論による真理の獲得だけが哲学の目

的だと主張する。そして、そこで要求されるのは科学的思考だけであり、それ以外の特別な知識

や技術は不要とされる。 

 科学的思考を、あらゆるものを仮説扱いすること、換言すれば、「将来の研究により覆されない

ことが現時点で確定している知見」などない
、、、、

と考えることと規定したのがラッセルである。この

方針に従えば、現時点で最良の科学理論であっても、それを将来にわたって確定済みの「真理」

として受けとることは許されない。 

 戸田山は、こうした考えが科学の定義それ自体にも当てはまると指摘する。現時点での科学の

研究方法や目的は、将来にわたって不変とはかぎらない。ゆえに、科学を特定の定義のもとで理

解したうえで科学主義の是非を論じることに意味はない、というのである。ここから、哲学にで

きるのは、科学の進歩ないし変化を注視し、科学では解決不可能に見え
、、、

る
、
問題について科学と対

話し続けることだけだと戸田山は結論する。 

 以上のような科学主義的哲学観が否定するのは、いわゆる文献学的哲学研究である。両者の関

係については、ザウアーの次のような主張が参考になるだろう。哲学の目的を真理の獲得とみな

す場合、哲学研究者が過去の哲学のテキスト読解に拘泥する理由は一切なくなる。過去の哲学者

の考えが正しいかどうかは、最新の科学理論にその考えが反映されているかによって判断できる
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からだ。ゆえに、哲学研究者が学ぶべきは最新の科学の議論であるとザウアーはいう。 

 科学主義的哲学と文献学的哲学の大きな違いは、たとえば「ロックは物質についてどのように

考えたか」といった問いを哲学的とみなすか否かをめぐって顕著なものとなる。科学主義的哲学

は、この問いを哲学それ自体には属さないとみなす可能性が高い。哲学研究者はロックの物質概

念ではなく、物質そのものを扱うべきであって、そのさい参照先となるのは物質についての科学

的研究の歩みだというわけだ。 

 

2. 論点 

 

 こうした議論に対し、最新の科学論文を参照しながら研究することもロックのテキストを熟読

することも同じ哲学の実践なのではないかという見方を尊重しようとするのが、外在主義的メタ

哲学といえよう。その提唱者であるプラントは、メタ哲学はもちろん哲学の課題だが、そこには

広義の社会学的アプローチ
、、、、、、、、、、、、

が不可欠だと主張する。すなわち、科学主義の正当性（厳密には、科

学主義を正当と思
、
う
、
か
、
）は、他の哲学の方法論と同様、哲学における制度的側面や慣習的側面（ど

のような教育・研究機関に所属しているか、指導を受けた研究者は誰かなど）に依存しており、

そのような要素とは無関係ではありえないというのである。この考えは、哲学の（研究）実践の

多様性を損なわない理解を促す一方で、ほぼ共通点のない諸実践をなぜ同じ「哲学」というカテ

ゴリーに入れねばならないのかという疑問にもつながるだろう。 
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